
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聞こえ」に障害のあるかたのコミュニケーション手段は「手話」と思われがちですが、厚生労働

省の統計によると聴覚障害者のうち実に８割以上のかたが中途失聴や難聴等のために「手話」

がわからないのが現状です。そのようなかたとのコミュニケーション手段の一つである、「筆談」や

「要約筆記」について学びます。 

＜公開講座＞ 

  10/11（水）13:30～15:30 

     難聴ってどういうこと？ 体験談と関わりの方法 

 

難聴とはどのような状況か、実際に難聴のかたの聞こえ方や困りごと

のお話しと、筆談などのコミュニケーションのポイントを学び体験します。 

 

 

＜要約筆記体験会＞ 

要約筆記は相手が話した内容を要約して書いて伝える通訳方法です。手書き、

パソコンそれぞれを体験します（どちらか一方のみでも可能）。 

10/18（水）13:30～15:30 手書き要約筆記 

10/25（水）13:30～15:30 パソコン要約筆記 

 
 

【場所】  箕面市立障害者福祉センターささゆり園（箕面市西小路 3-9-9） 

【講師】  箕面要約筆記サークル「もみじ」、箕面難聴者サークル「木かげ」 

【申込・問合せ】  右記ＱＲコードまたは電話・メールにてお申込みください。 

箕面市社会福祉協議会ボランティアセンター 

TEL ０７２－７４９－１５３５  FAX ０７２－７２７－３５９０  メール mvc@minoh-syaｋyo.or.jp 

※手話通訳・要約筆記・オンライン（10/11のみ）・一時保育（１歳半から）をご希望のかたは 9/29(金)締切。 

 

【主催】箕面市健康福祉部障害福祉室／箕面市立障害者福祉センターささゆり園／箕面市社会福祉協議会

ボランティアセンター 【協力】箕面要約筆記サークル「もみじ」／箕面難聴者サークル「木かげ」 

パソコン要約筆記の様子 

申込フォーム 

オンライン参加可 


